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○ 令和5年度（第50期）
    事業・決算報告
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勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

法 人 名
社会福祉法人 さつき会

事 業 区 分
社 会 福 祉 事 業

法人単位貸借対照表 （令和6年3月31日現在） 第三号第一様式
(単位:円)

資産の部 負債の部

純資産の部

当年度末　　　 前年度末　　　　増　減 当年度末　　　 前年度末　　　　増　減

流動資産 

 現金預金

 事業未収金

 貯蔵品

 立替金

 前払金

固定資産 

 基本財産 

 土地

 建物

 定期預金

 その他の固定資産 

 建物

 構築物

 機械及び装置

 車輌運搬具

 器具及び備品

 ソフトウェア

 退職給付引当資産

 人件費積立資産

 施設整備等積立資産

 運転資金積立資産

 周年記念事業積立資産

 差入保証金

　　その他の固定資産

資産の部合計

流動負債 

 事業未払金

 １年以内返済予定設備資金借入金

 職員預り金

 賞与引当金

 

固定負債 

 設備資金借入金

 退職給付引当金

 敷金・保証金等預り金

負債の部合計 

基本金 

 第１号基本金

 第３号基本金

国庫補助金等特別積立金 

その他の積立金 

 人件費積立金

 施設整備等積立金

 運転資金積立金

 周年記念事業積立金

次期繰越活動増減差額 

(うち当期活動増減差額) 

純資産の部合計 

負債及び純資産の部合計

376,382,097

261,283,182

114,878,915

30,000

10,000

180,000

745,048,539

151,478,658

35,233,950

115,244,708

1,000,000

593,569,881

261,381,381

8,124,274

1,037,340

6,728,673

24,199,001

10,468,338

76,185,125

6,800,000

192,058,484

1,249,515

5,000,000

331,200

6,550

1,121,430,636

345,934,782

234,010,989

111,553,923

37,000

122,870

210,000

751,425,152

176,217,533

35,233,950

139,983,583

1,000,000

575,207,619

275,204,143

8,695,167

1,597,617

8,266,322

21,168,011

14,153,338

70,685,325

6,800,000

162,058,484

1,248,012

5,000,000

331,200

1,097,359,934

30,447,315

27,272,193

3,324,992

△ 7,000

△ 112,870

△ 30,000

△ 6,376,613

△ 24,738,875

0

△ 24,738,875

0

18,362,262

△ 13,822,762

△ 570,893

△ 560,277

△ 1,537,649

3,030,990

△ 3,685,000

5,499,800

0

30,000,000

1,503

0

0

6,550

24,070,702

75,351,693

36,456,542

8,770,000

11,287,513

18,837,638

111,825,125

34,380,000

76,185,125

1,260,000

187,176,818

29,519,750

28,519,750

1,000,000

296,254,827

205,107,999

6,800,000

192,058,484

1,249,515

5,000,000

403,371,242

23,313,788

934,253,818

1,121,430,636

49,846,359

23,085,087

8,770,000

462,880

17,528,392

115,095,325

43,150,000

70,685,325

1,260,000

164,941,684

29,519,750

28,519,750

1,000,000

317,733,047

175,106,496

6,800,000

162,058,484

1,248,012

5,000,000

410,058,957

45,246,169

932,418,250

1,097,359,934

25,505,334

13,371,455

0

10,824,633

1,309,246

△ 3,270,200

△ 8,770,000

5,499,800

0

22,235,134

0

0

0

△ 21,478,220

30,001,503

0

30,000,000

1,503

0

△ 6,687,715

△ 21,932,381

1,835,568

24,070,702

法人単位資金収支計算書 (自)令和5年 4月 1日(至)令和6年 3月31日 第一号第一様式
(単位:円)

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備考

介護保険事業収入
老人福祉事業収入
その他事業収入
経常経費寄付金収入
受取利息配当金収入
その他の収入

事業活動収入計(1)
人件費支出
事業費支出
事務費支出
利用者負担軽減額
支払利息支出
その他の支出

事業活動支出計(2)

施設整備等補助金収入
固定資産売却収入
その他の施設整備等による収入

施設整備等収入計(4)
設備資金借入金元金償還支出
固定資産取得支出
固定資産除却･廃棄支出
その他の施設整備等による支出

施設整備等支出計(5)

積立資産取崩収入
その他の活動収入計(7)

積立資産支出

その他の活動支出計(8)

予備費支出(10)
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11)+(12)

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

収
入

支
出

収
入

支
出

704,864,000
26,605,000
14,624,000

160,000

6,455,000
752,708,000
491,523,000
103,819,000
100,860,000
1,817,000
883,000

1,134,000
700,036,000
52,672,000
4,417,000

140,000
4,557,000
8,770,000

11,219,000

70,000
20,059,000

△ 15,502,000
2,934,000
2,934,000

38,973,000
38,973,000

△ 36,039,000

1,131,000

322,386,000
323,517,000

707,235,606
26,507,012
14,371,344

160,000
8,850

7,209,124
755,491,936
492,230,321
103,749,090
98,506,072
1,983,346
882,640

1,139,217
698,490,686
57,001,250
4,417,000

1
210,000

4,627,001
8,770,000

10,755,920
1

210,000
19,735,921

△ 15,108,920
3,203,670
3,203,670

38,844,773
38,844,773

△ 35,641,103
―

6,251,227

322,386,815
328,638,042

△ 2,371,606
97,988

252,656
0

△ 8,850
△ 754,124

△ 2,783,936
△ 707,321

69,910
2,353,928

△ 166,346
360

△ 5,217
1,545,314

△ 4,329,250
0

△ 1
△ 70,000
△ 70,001

0
463,080

△ 1
△ 140,000

323,079
△ 393,080
△ 269,670
△ 269,670

128,227
128,227

△ 397,897

△ 5,120,227

△ 815
△ 5,121,042

法人単位事業活動計算書 (自)令和5年 4月 1日(至)令和6年 3月31日 第二号第一様式
(単位:円)

介護保険事業収益
老人福祉事業収益
その他の事業収益
経常経費寄付金収益

人件費
事業費
事務費
利用者負担軽減額
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
その他の費用

2,434,521
929,153
555,418
10,000

3,929,092
20,064,992
3,706,110
3,102,239
△ 19,424

△ 1,321,680
△ 98,299

1,460
25,435,398

△ 21,506,306
540

△ 557,711
△ 557,171
△ 149,090
△ 13,434
△ 162,524
△ 394,647

△ 21,900,953
4,118,000
△ 31,430

4,086,570
△ 2

4,118,000

4,117,998
△ 31,428

△ 21,932,381
5,244,668

△ 16,687,713

△ 9,999,998
△ 6,687,715

704,801,085
25,577,859
13,815,926

150,000
744,344,870
479,114,175
100,042,980
95,403,833
2,002,770
53,955,513

△ 25,796,921
1,100

704,723,450
39,621,420

8,310
7,766,835
7,775,145
1,031,730
1,150,091
2,181,821
5,593,324
45,214,744

299,000
31,430

330,430
5

299,000

299,005
31,425

45,246,169
404,814,289
450,060,458

40,001,501
410,058,957

707,235,606
26,507,012
14,371,344

160,000
748,273,962
499,179,167
103,749,090
98,506,072
1,983,346
52,633,833

△ 25,895,220
2,560

730,158,848
18,115,114

8,850
7,209,124
7,217,974
882,640

1,136,657
2,019,297
5,198,677
23,313,791
4,417,000

4,417,000
3

4,417,000

4,417,003
△ 3

23,313,788
410,058,957
433,372,745

30,001,503
403,371,242

施設整備等補助金収益
固定資産売却益

固定資産売却損･処分損
国庫補助金等特別積立金積立額

前期繰越活動増減差額(12)

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

基本金取崩額(14)

その他の積立金取崩額(15)

その他の積立金積立額(16)

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益 

支払利息
その他のサービス活動外費用

サービス活動収益計(1)

サービス活動費用計(2)

サービス活動外収益計(4)

サービス活動外費用計(5)

特別費用計(9)
特別増減差額(10)=(8)-(9)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 

経常増減差額(7)=(3)+(6)

特別収益計(8)

収
益

収
益

費
用

費
用

収
益

費
用

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

特
別
増
減
の
部

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

【　　　 】 自 令和 5年04月01日
至 令和 6年03月31日

令和5年度（第50期）
事業・決算報告

全体総括
(1)はじめに

　第6期中期経営3か年計画（2022～2024）の二年目の年である令和5年度の当法人事業活動は、中期経営計画に掲げた4つの重点目

標、１）多様な人材採用・次世代経営幹部候補育成・中核人材育成と安心・希望を持ち長く働ける職場環境の整備、２）業務の可視化

による効率化と介護ロボット・ＩＣＴ等の活用による業務の省力化、３）利用者・家族・地域住民の健康・生きがいづくりと良質高度な

チームケア（サービス）の提供、４）適性利益の確保と内部統制の強化を柱に、年度事業計画にそって各事業所・委員会等の活動を中

心に積極的に実施され、概ね順調に遂行された。以下にその概要を報告する。

(2)法人経営

　社会福祉法人さつき会は、法人設立後、これまで50年間にわたり、「地域の福祉ニーズに柔軟に応える」ことを使命として、「利用者

本位」の原則の下、社会福祉事業を経営してきた。

　本年度は、新型コロナ5類移行に伴う感染症対策見直しと制限緩和、重度化防止を重視した質の高い介護サービス提供、魅力ある

サービスの提供、住民参加型総合事業の推進、介護職員等処遇改善加算を活用した賃金改善、総務課内のジョブローテーション、有

給休暇取得率向上と長期休暇取得推進（7～8連休）を重点的に取り組んだ。結果は、職員の定着率の安定、特養・グループホーム・

ショートステイ・サ高住の運営安定・稼働率増加が図られた。また、常勤介護職員の離職率は過去最低の4.3％（前期6.8％）となり、北

海道平均（14.4％）を大きく下回り、これまでの「人材の確保と育成」「メンタルヘルス」の取り組みの成果が持続できている。

　一方、小規模多機能型居宅介護・デイセンターの稼働率低調、ホームヘルパーの人員不足による新規利用者の制限などにより、6か

所の事業所が目標収益未達・前年割れを起こすとともに、エネルギー・食材料費等の高騰、人件費増加の影響を受け、サービス活動

増減差額は法人全体で前年比21,713千円減少、前々年比40,945千円減少となった。また、積み残した課題も多く、次世代経営幹部候

補育成、介護職員・調理員の慢性的な欠員（法的基準は遵守）、人材確保のためのインターンシップ実施は、いずれも未着手・不十分

な結果にとどまった為、次年度の重点課題として取り組む所存である。

(3)施設運営

　本年度は、新型コロナの感染予防対策が緩和される中、日常的に施設運営に参加・協力するボランティア受入を段階的に再開すると

ともに、最新の科学的根拠に基づく多職種協同によるケアの提供に努めた一年であった。

　具体的には、さつき祭をはじめとする各施設の行事・アクティビティ活動の再開、介護記録ICT化・介護ロボット導入の推進、全国老

施協デイサービス経営改善支援事業参加、施設・在宅における重度化対応・重症化予防、各種社内研修の実施などに取り組んだ。

　一方、転倒・転落事故、ノーリフティングケアの研究・試用、データーに基づくアウトカム評価、地域住民との協同による災害訓練な

ど、利用者への安全対策、職員の衛生管理、介護の質向上への組織的対応が不十分であるが故の出来事と反省し、次年度の最重点課

題となった。

　来年度は第6期中期経営3か年計画の最終年の年。中期経営計画に基づき、「高齢者の自立した尊厳ある人間らしい生活を守る」た

めの福祉サービスの安定的・継続的に提供と、利用者・職員・組織がともに満足できる施設運営に努める。
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５
月
上
旬
、パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
に
お
花
見
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。久
し
ぶ
り
の
外
出
に
車
中
か

ら
会
話
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。到
着
す
る
と
山

一面
が
桜
色
。満
開
の
美
し
い
桜
に
、ご
入
居
者
も

「
き
れ
〜
い
！
」「
最
高
！
」「
私
も
写
真
撮
っ
て
！
」

と
、こ
ち
ら
も
満
開
の
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

14
名
の
ご
入
居
者
が
参
加
し
、同
行
し
た
職
員
も

と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
行

事
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井 

拓
人

　
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
皆
様
よ
り
今
年
も「
満
開
の
桜
を
見
に

ご
入
居
者
と
出
か
け
ま
せ
ん
か
？
」と
ご
提
案
い
た
だ
き
ご
入
居
者

を
車
に
乗
せ
て
お
花
見
ツ
ア
ー
へ
出
か
け
ま
し
た
。少
し
汗
ば
む
く
ら

い
の
天
気
の
中
、満
開
の
桜
を
満
喫
し
た
ご
入
居
者
か
ら
は「
生
で
見

る
桜
は
、や
っ
ぱ
り
綺
麗
だ
な
〜
行
っ
て
良
か
っ
た
」と
満
面
の
笑
顔
が

見
ら
れ
ま
し
た
。リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
皆
様
い
つ
も
楽
し
い
時
間

を
作
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で一杯
で
す
。ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

能
登 

純
子

６
月
６
日
に「
上
野
フ
ァ
ー
ム
」へ
出
か
け
ま
し
た
。

様
々
な
花
が
咲
き
異
国
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。上
野
フ
ァ
ー
ム
限
定
の
花
々
も
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
、参
加
さ
れ
た
ご
利
用
者
か
ら
は「
ま
た
行

き
た
い
！
」と
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。楽
し

い
お
出
か
け
イ
ベ
ン
ト
を
こ
れ
か
ら
も
企
画
し
て
い
き

ま
す
。

岩
井 

真
理
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
は
ぴ
ね
す

ぬ
く
も
り
の
家
え
ん

な
ご
み
の
家

さ
つ
き
苑

ぬ
く
も
り
の
家
た
か
ほ

５
月
７
と
８
日
に
春
の
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
へ
行
き
ま

し
た
。旭
山
動
物
園
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、あ
い
に

く
の
雨
模
様
だ
っ
た
た
め
当
麻
の
道
の
駅
へ
行
先
変
更

し
、お
い
し
い
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、数
年
ぶ
り
に
ご
家
族
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き

道
中
は
歌
を
歌
っ
た
り
、思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た

り
と
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。一緒
に
参
加
さ
れ
た
ご
家

族
は
久
し
ぶ
り
に一
緒
に
外
出
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ば
れ

「
素
敵
な
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
」と
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

大
懸 

恵
美

特
養
・
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
と
そ
れ
ぞ
れ
５
月
に

花
見
を
行
い
ま
し
た
。久
し
ぶ
り
の
外
出
行
事
で
、気
分

は
ウ
キ
ウ
キ
！
し
か
し
、４
月
の
天
候
が
思
っ
た
以
上
に

良
く
、花
見
の
日
ま
で
桜
が
咲
い
て
い
る
か
心
配
で
、職

員
は
ド
キ
ド
キ
！
天
気
予
報
を
毎
日
確
認
し
な
が
ら
、

当
日
は
キ
レ
イ
な
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
で
は
町
内
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、

桜
だ
け
で
は
な
く
、自
分
の
家
の
方
角
を
確
認
し
合
う

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。天
候
に
恵
ま
れ
、楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
間 

七
海
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さつき会ブログ

◆ ブログも更新 ◆

http://blog.livedoor.jp/satsuki_kai/

さつき会

◆ ホームページ ◆

http://www.satsuki-kai.jp
〒071-1201 鷹栖町南1条3丁目2番7号
TEL（0166）87-3321

鷹栖さつき苑
特別養護老人ホーム・デイサービスセンター
居宅介護支援事業

〒071-1201 鷹栖町南1条1丁目1番20号
TEL（0166）59-3321

鷹栖なごみの家
多機能型グループホーム・小規模多機能ホーム

〒071-1249 鷹栖町9線4号5番地
TEL（0166）87-5824

ぬくもりの家えん
地域密着型特別養護老人ホーム・小規模多機能ホーム
地域交流スペースふれあい茶ろん てくてく

〒071-1223 鷹栖町北野東3条1丁目7番1号
TEL（0166）76-5037

ぬくもりの家たかほ
鷹栖町ヘルパーステーションさつき苑

サービス付き高齢者向け住宅・フィットネス倶楽部 コレカラ
地域交流スペース あえーる

●なごみ
7月26日　なごみの家運営推進会議
　　　　　（応援の会）
●北斗地区住民センター
7月26日　健康料理教室

●なごみ
7月26日　なごみの家運営推進会議
　　　　　（応援の会）
●北斗地区住民センター
7月26日　健康料理教室

●地域交流スペースあえ～る
6月27日　ぬくもりカフェ
7月18日　ぬくもりカフェ

●地域交流スペースあえ～る
6月27日　ぬくもりカフェ
7月18日　ぬくもりカフェ
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※
お
受
け
で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お知らせ

　令和6年度“てくてく朝市”開催のお知ら
せです！やっとこの日が来ました！そして、私
も待っていました!採れたて新鮮野菜の販
売やフリーマーケットなどのお店が皆様を
お待ちしております。今年は８月・９月に2
回、10月に1回、計5回の開催を予定してい
ます。お越しの際はエコバッグと小銭の用
意をお願いいたします。

ぬくもりの家えん　志知 百合佳

令和6年4月11日～
　　　令和6年6月10日
令和6年4月11日～
　　　令和6年6月10日

社会福祉法人さつき会
苦情受付対応実績

受付件数 0件
解決件数 0件
第三者委員対応件数 0件

イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー

～朝市開催～

春の花壇整備＆大掃除
　「認知症」という病気になっても、住み慣れた町
のなかで安心して暮らし続けることのお手伝いが
できればという思いからなごみの家が平成16年５
月１日に開設され、現在83名の方がなごみの家で
の生活を過ごされています。
　先日、20周年を祝い式典を行わせていただきま
した。20年間お元気に過ごされている方が１名い
らっしゃいます。入居されている皆様が、なごみの
家で安心して暮らしていただけることが私たち職
員の願いです。微力ではありますが、職員一同心を
こめてかかわらせていただきますので、今後とも
よろしくお願いいたします。

地域密着小規模グループホーム課　秋保　友美

春のさつき会では、花壇の整備を地域住民の皆様と職員とご利用者
と実施し、各施設彩り鮮やかな花壇が完成しました。これから花々が
いきいきと成長する姿をご利用者、ご入居者と楽しんでいきたいと思
います。また、春の大掃除も実施し気持ち新たに新年度をスタートしま
した。ご協力いただきました地域住民の皆様ありがとうございました。

在宅介護支援課　大矢 敏之

SATSUKI/ VOL.13206 SATSUKI/ VOL.132 05

大掃除

暑
い
日
が
続
い
て
お
り
、い
よ
い
よ
夏
本

番
を
迎
え
ま
し
た
。先
日
、春
の一
斉
清
掃
が

行
わ
れ
、今
年
は
ご
利
用
者
の
ご
家
族
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
、窓
拭
き
や
草
む
し
り
、花

壇
の
整
備
を
行
い
、窓
や
施
設
周
辺
が
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。玄
関
先
で
は
色
と
り
ど
り

の
花
が
咲
き
、掃
除
を
す
る
と
何
だ
か
心
も

す
っ
き
り
と
軽
く
な
り
、気
持
ち
が
前
む
き
に

な
り
ま
し
た
。

今
年
も
暑
さ
に
負
け
な
い
よ
う
、小
ま
め

な
水
分
補
給
、規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
、

体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
井 

亜
寿
香

ぬくもりの家えんさつき苑

さつき苑 ぬくもりの家たかほぬくもりの家たかほ

制服を新しくしました。
　今年5年ぶりに制服をフルモデルチェンジしました。
　制服選定に当たっては各事業所から集まった委員9名が、「明るく・清潔で・おしゃれに・動きやすく」をコンセプ
トに「生地」「色」「着心地」「丈」「襟」「速乾性」「ポケットの数」「機能面」「洗濯してよれないか」「色落ち」等、挙げきれ
ないほどの意見を交わしました。約10冊のカタログの中から選定が始まり、気づけば候補が30種類以上。さらに厳
選を進め、サンプルを取り寄せ、試着し確認しました。納得がいくまで取り寄せては試着を繰り返し、会議はいつし
かパリコレのような雰囲気に(笑)。委員が厳選を重ね選んだ制服がこれです！流行のスクラブタイプで首元が涼し
く職員方からも好評です。
　制服と共に職員も心機一転、より一層良い仕事に努めていきたいと思います。

制服向上委員会　田村　大輝






